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Abstract 最近の情報技術の進展により,企業経営における情報技術の位置づけが変化しつつある。従来の共

有データベースによる情報共有範囲が拡張したのに加え,電子メールに代表される新たな方法が導
入,活用されつつある。本研究はコンピュータの情報共有手段,コミュニケーション手段としての利
用可能性を分析することを目的としている。企業活動における情報共有の果たす役割を考察した
上で,最近の情報技術の進展によって利用可能となった情報共有手段が実際の企業経営においてど
の程度,効果を持ちつつあるのかを考察していくことにする。
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